
平成™š年 月Ÿ日 木曜日 (第œ�š�号付録) Ÿ月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

二
八
六

平
成
二
十
三
年
度
の
初
日
か

ら
平
成
二
十
三
年
七
月
三
十

一
日
ま
で
の
豚
肉
等
並
び
に

生
き
て
い
る
豚
及
び
豚
肉
等

の
各
輸
入
数
量
を
告
示
す
る

件

三
一

六

〇
財
務
省
、
農
林
水
産
省

一
五

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務

大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め

る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
八

三

一
六

農
業
信
用
保
証
保
険
法
第
五

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
同
項
の
主
務
大
臣
の

定
め
る
利
息
を
定
め
る
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
八

三

一
七

中
小
漁
業
融
資
保
証
法
第
六

十
九
条
第
一
項
の
主
務
大
臣

が
定
め
る
利
息
を
定
め
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

一
八

三

〇
国

税

庁

二
三

岩
手
県
、
宮
城
県
及
び
福
島

県
の
一
部
の
地
域
に
お
け
る

国
税
に
関
す
る
申
告
期
限
等

を
指
定
す
る
件

五

一
一

二
四

認
定
特
定
非
営
利
活
動
法
人

を
公
示
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
五

四

〇
文
部
科
学
省

一
二
五

文
部
科
学
省
認
定
社
会
通
信

教
育
講
座
の
廃
止
の
件

一

四

一
二
六

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
規
則

第
六
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

知
識
及
び
技
能
に
関
す
る
審

査
を
定
め
る
件

三

六

一
二
七

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
規
則

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
知
識
及
び
技
能
に
関

す
る
審
査
を
定
め
る
件

三

六

一
二
八

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
等
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
規
則

第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
特
別
の
配
慮
を
要
す

る
と
認
め
ら
れ
る
者
を
定
め

る
件

三

六

一
二
九

平
成
二
十
三
年
度
就
学
義
務

猶
予
免
除
者
等
の
中
学
校
卒

業
程
度
認
定
試
験
の
施
行
期

日
、
場
所
及
び
出
願
の
期
限

を
定
め
る
件

三

六

一
三
〇

重
要
無
形
文
化
財
の
保
持
者

の
認
定
が
解
除
さ
れ
た
件

四

二

一
三
一

在
外
教
育
施
設
の
認
定
変
更

を
承
認
し
た
件

一
九

二

一
三
二

平
成
二
十
三
年
度
に
お
い
て

使
用
さ
れ
る
特
別
支
援
学
校

の
教
科
書
の
定
価
を
認
可
し

た
件

二
五

二

一
三
三

公
立
高
等
学
校
に
係
る
授
業

料
の
不
徴
収
及
び
高
等
学
校

等
就
学
支
援
金
の
支
給
に
関

す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条

第
一
項
第
二
号
イ
及
び
ロ
の

各
種
学
校
及
び
団
体
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件

三
〇

五

一
三
四

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済

事
業
団
法
施
行
令
第
二
条
第

二
項
の
規
定
に
基
づ
く
災
害

を
定
め
る
件

三
〇
189

一
四

〇
文
部
科
学
省
、
厚
生
労
働
省

一

社
会
福
祉
士
介
護
福
祉
士
学

校
指
定
規
則
第
八
条
第
四
号

及
び
第
五
号
に
規
定
す
る
文

部
科
学
大
臣
及
び
厚
生
労
働

大
臣
が
別
に
定
め
る
基
準
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一

四

〇
文
部
科
学
省
、
農
林
水
産
省
、

国
土
交
通
省

一

地
域
に
お
け
る
歴
史
的
風
致

の
維
持
及
び
向
上
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
く
地
域

に
お
け
る
歴
史
的
風
致
の
維

持
及
び
向
上
に
関
す
る
基
本

的
な
方
針
の
一
部
を
変
更
す

る
件

三
〇
特42

九
四

〇
文

化

庁

五
二

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

二
九

三

五
三

著
作
者
の
実
名
登
録
の
件

三
〇

五

〇
厚
生
労
働
省

二
六
六

高
年
齢
者
職
業
経
験
活
用
セ

ン
タ
ー
の
業
務
を
行
う
者
と

し
て
の
指
定
を
取
り
消
す
件

一

四

二
六
七

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
国
民

年
金
法
第
九
十
条
第
一
項
等

の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働

大
臣
が
指
定
す
る
期
間
の
特

例
を
定
め
る
件

一

四

二
六
八

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先

進
医
療
及
び
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一

四

二
六
九

建
築
物
に
お
け
る
衛
生
的
環

境
の
確
保
に
関
す
る
法
律
第

七
条
第
一
項
第
一
号
等
の
登

録
を
し
た
旨
を
公
示
す
る
件

の
一
部
を
改
正
す
る
件

二

五

二
七
〇

労
働
安
全
衛
生
法
の
規
定
に

よ
り
登
録
製
造
時
等
検
査
機

関
等
の
名
称
等
を
変
更
す
る

件

二
168

一

二
七
一

日
本
薬
局
方
標
準
品
を
製
造

す
る
者
の
登
録
事
項
を
変
更

し
た
旨
を
公
示
す
る
件

三

七

二
七
二

薄
層
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
用
標

準
品
を
製
造
す
る
者
の
登
録

事
項
を
変
更
し
た
旨
を
公
示

す
る
件

三

七

二
七
三

労
働
保
険
事
務
組
合
に
対
す

る
報
奨
金
の
交
付
要
件
の
算

定
の
基
準
と
な
る
日
の
延
長

期
日
を
定
め
る
件

四

三

二
七
四

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
相

談
支
援
並
び
に
市
町
村
及
び

都
道
府
県
の
地
域
生
活
支
援

事
業
の
提
供
体
制
の
整
備
並

び
に
自
立
支
援
給
付
及
び
地

域
生
活
支
援
事
業
の
円
滑
な

実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基

本
的
な
指
針
の
一
部
を
改
正

す
る
件

五

一
一

二
七
五

法
人
税
法
施
行
規
則
第
五
条

第
六
号
に
規
定
す
る
厚
生
労

働
大
臣
の
定
め
る
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

五

一
二

二
七
六

精
神
保
健
福
祉
士
法
第
七
条

第
一
号
の
規
定
に
基
づ
く
精

神
障
害
者
の
保
健
及
び
福
祉

に
関
す
る
科
目
及
び
精
神
保

健
福
祉
士
法
第
七
条
第
二
号

の
規
定
に
基
づ
く
精
神
障
害

者
の
保
健
及
び
福
祉
に
関
す

る
基
礎
科
目
を
廃
止
す
る
件

五

一
二

二
七
七

精
神
保
健
福
祉
士
法
施
行
規

則
第
二
条
第
十
五
号
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
施
設

五

一
二

二
七
八

精
神
保
健
福
祉
士
短
期
養
成

施
設
等
及
び
精
神
保
健
福
祉

士
一
般
養
成
施
設
等
指
定
規

則
第
五
条
第
一
号
カ
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

別
に
定
め
る
施
設
の
一
部
を

改
正
す
る
件

五

一
二

˜—
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